
美唄市の取組 中核校：美唄市立東小学校
指定校：美唄市立中央小学校、美唄市立東中学校、美唄市立美唄中学校

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた学校改善

取組

【ｉＰａｄ学年別スキル表の一部】

成果

(3) 学習指導の充実

○ １人１台端末の効果的な活用に向け、大学准教授等を講師とした教員のＩＣＴ活用

指導力の向上に向けた研修を実施し、域内の全ての学校において日常の授業の中
で「Google Jamboard」を活用するなど、子どもが考えを表現したり、考えを
整理したりする活動の充実を図った。

○ １人１台端末の活用に向けた基盤となる情報活用能力の育成に向けて、義務教育
９年間を見通した「ｉＰａｄ学年別スキル表」を作成し、系統的な情報活用能
力の育成を図った。

○ 児童アンケートによる成果の検証
・「ｉＰａｄを使う学習は楽しいですか」への肯定
的回答９４．５％（とても楽しい ８２．１％）

・「理科の学習はよくわかりますか」への肯定的回
答９８．７％（とてもわかる ６７．１％）

○ 「ｉＰａｄ学年別スキル表」により情報活用能
力が整理されたことで、発達の段階に応じた教科等
での活用が促進されてきている。



質の高い教育活動を持続的に行う働き方改革の実施

【コアチームによる改善のプロセス】

成果

取組

○ 「グランドデザイン」において、働き方改革に関する到達目標の設定及び取組内
容の明確化を図るとともに、「プランニングシート」の効果的な活用による分掌間
連携の強化及び分掌業務の可視化を図った。

○ 加配事務職員が中心となって、校務分掌一覧表を作成し、「誰が」「いつ」「ど
のような」業務を担当しているのか、どのような時期に業務が集中しているのかを
可視化し、時期により業務が担当者に集中する場合や負担の大きい業務について、
副担当を配置し、協働化と平準化を両輪として組織体制の見直しを進めた。

○ 校内にコアチーム（校長、教頭、分掌代表各１名、事務職員）を設置し、チーム
による働き方改革を推進することができるよう、改善プロセスの明確化を図った。

(2) 組織体制の構築

・分掌内や分掌間連携による協働化、業務の
平準化を図ることができた。

・学校評価において、「東小学校の教育の質
を向上させるため、自身の業務の進め方を
工夫している」と回答する職員が増加した。


